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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

自然たっぷりの当園のテラスや園庭を活かした活動を考えた時にこのテーマとなった。

年間計画参照

園庭遊具(シャベル、バケツ）、ルーペ、クリスタルブロック、ライトテーブル等

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

66-0426

松中保育園

立川市一番町5-8-25

社会福祉法人　昭島愛育会

自然の探求(光）



４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

園庭遊びの中で陽向、日陰を知らせたり、四季の木々、草花に目を向けたり、砂場遊びで泥

団子づくりを楽しむ。光に関心を持ったところで、室内での遊びにも発展させ、個のグルー

プできらきら光ったり、ぴかぴか光る素材に触れたりして遊ぶことができた。

「光」に着目した声掛けをしながら活動を続けていると、子どもたちもそれに興味をもち遊

ぶ姿が見られた。それに派生して、感触遊びや、ごっこ遊びに発展していき、遊びに広がり

が見られた。「光」が自分の顔に映し出される様を楽しんだり、色の混ざり合いを光で試し

てみたりという遊びにも発展していき、大人が思う遊び方ではない、ユニークな遊びが展開

できた。



自然をテーマにしたことで、子どもたちが戸外活動で遊ぶ姿や、遊びの展開の様子を先生が

良く見るようになった。子どもの興味に合わせて次はどの様な活動に使用かを考える機会と

なった。遊具を介して異年齢児との関りが自然と出来たりすることもあった。小グ

ループの単位が同年齢でなくても子ども同士の発見につながり良い姿だと考えた。


